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○　水田の畔や水路用地にハーブ等を植栽してカメ虫
　を抑制し、これによって除草剤の使用を少なくしたお
　米を生産する取り組みが行われています。

○　「安全な米づくり」を支援しようと、ＮＰＯや子供たち
　が参加して、用水路敷地にハーブの苗を植える試み
　も広がっています。

○　北海道開発局は、

　①　農家やＮＰＯなど地域の方々と協働して、幹線用
　　水路、国道用地、河川敷地などに、ハーブ等の植　
　　栽を広げる活動に取り組みます。

　②　害虫を抑制する植生の検討など、地域と一体と　
　　なって「産地づくり」を支援します。

○　平成16年度は、美唄、奈井江、東川の水田地帯で
　植栽を進めます。

テーマ１　国民に健康な食を提供ー信頼できる北の大地からー
　①減農薬米生産の支援
　　　～ハーブ等の植栽を地域の方々と協働して実施します～

【背 景】新たな米政策の下で、地域の創意・工夫によって「売れる米づくり」を
推進

【ねらい】減農薬米の生産等の支援による、安心できる米の提供と産地づくり

○ハーブと減農薬米
　カメ虫による斑点米被害を防ぐために、水田の周辺
の除草が欠かせません。

　水田の畔や道路や水路沿いの用地に、ハーブ等を
植えることによってカメ虫のすみかとなる雑草の抑制
が期待され、また、潤いある農村景観づくりにも結び
つきます。

展開イメージ

峰延農協の減農薬米栽培の取り組みと、用水路沿いにハーブの苗を植える子供たち

別添
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○　北海道内の農山漁村は、豊かな自然環境のなかで
「美味しく安全」な食べ物を生産しています。
○　北海道開発局は、
　①　地域のＮＰＯや子供たちと協働して、河川や農地の
生き物調査を行います。
　②　これらの調査結果を地域に提供し、そのデータを、
「生き物の賑わう環境で生産された農産物」のＰＲに役立
てるための検討を行います。
　③　調査結果は、ホームページ等で公表し、皆さんが　
「食べ物の故郷」の環境を確認できるようにします。
○　平成１６年度は、地域の方々と協働で田んぼの生き物
調査を２０か所で行います。
　旭川開発建設部においても、４か所（忠別地区、天塩川
上流地区、空知川右岸地区、西神楽地区）で行います。

テーマ１　国民に健康な食を提供ー信頼できる北の大地からー
　②　農山漁村の生き物調査
　　　　～食べ物の生産される農村空間の生き物調査を地域と協働して実施します

【背 景】食べ物の生産・流通現場における安全・安心の情報への関心の高まり
【ねらい】豊かな生物環境等の調査結果を、安全な食べ物が生産される農村や
　　　　　漁村のＰＲに活用

展開イメージ

水生生物調査 田んぼの生き物調査

生きものの賑わう豊かな自然環境のもとで、美味しい農産物が生産されています
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○　農家が自分が生産した農産物等を庭先等で販売する「直
売所」は、新鮮で美味しい農産物を直接消費者に届け、地産
地消の推進にも役立つことが期待されます。

○　北海道開発局は、

　①　地域の農家やボランティアの方々と連携しながら「直売
所マップ」を作成し、「美味しい農産物」の情報を皆さんに分
かりやすく伝えます。

　②　道の駅での配布やホームページ等を活用して「直売所
マップ」のＰＲを行い、地域農家の創意工夫を活かした取り組
みを支援します。

○　平成16年度は、旭川開発建設部においても、管内の「直
売所マップ」　の作成に取り組みます。

　　　

テーマ１　国民に健康な食を提供ー信頼できる北の大地からー
　③ 農家庭先ショップの支援
　　　　～地域の方々と協働して直売所マップを作成します～

【背 景】消費者に生産者の顔が見える産直販売の取り組みの広がり
【ねらい】消費者への新鮮・美味しい農産物情報の提供と、創意工夫を活かし

た農家の取り組みや地域の活性化を支援

展開イメージ


